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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 

市
議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会

が
２
月
15
日
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
か
か
る
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
の
素
案
が
示
さ
れ
、

協
議
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
笠
原
防
災
計
画
課

長
が
、
原
発
災
害
が
生
じ
た
と

仮
定
し
て
、
事
故
の
進
展
段
階

に
合
わ
せ
た
避
難
計
画
と
対
応

を
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明

し
ま
し
た
。 

 

上
野
議
員
は
最
初
に
質
問
に

立
ち
、
「
自
治
体
の
最
も
大
事

な
役
割
は
、
い
ざ
過
酷
事
故
が

起
き
た
時
に
、
一
人
の
被
曝
者

も
出
さ
な
い
で
住
民
を
安
全
を

守
る
と
い
う
こ
と
だ
。
今
担
当

課
長
か
ら
原
発
災
害
の
事
態
進

展
に
合
わ
せ
た
対
応
と
避
難
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
実
効
性
に

問
題
が
あ
る
。
事
故
時
の
風
向

き
や
強
さ
、
地
形
な
ど
で
放
射

能
の
拡
散
は
刻
一
刻
と
変
わ

る
。
５
㎞
圏
が
即
時
避
難
区
域

で
、
30
㎞
圏
が
屋
内
退
避
な
ど

と
い
う
区
分
は
、
福
島
原
発
事

故
の
教
訓
を
生
か
し
き
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
５
㎞
圏
外
で
も

即
時
避
難
区
域
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
新
潟
は
雪
国
だ
。
地
震

に
よ
る
道
路
の
寸
断
な
ど
も
あ

る
。
50
㎞
圏
内
に
は
１
２
０
万

人
が
居
住
し
て
い
る
。
全
住
民

を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
は

実
質
的
に
不
可
能
だ
。
今
示
さ

れ
た
段
階
的
避
難
計
画
は
実
効

性
の
点
で
は
全
く
机
上
の
計
画

に
す
ぎ
な
い
」
と
鋭
く
追
及
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
課
長
は

「
ご
指
摘
の
通
り
、
実
際
に
は

困
難
を
極
め
る
。
ど
う
い
う
ふ

う
に
実
効
性
を
上
げ
る
か
、
今

後
努
力
し
て
い
く
し
か
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

上
野
議
員
は
、
28

市
町
村(

立

地
自
治
体
の
柏
崎
・
刈
羽
を
合

わ
せ
れ
ば
全
30

市
町
村)

と
東
京

電
力
と
の
間
で
結
ば
れ
た
「
安

全
協
定
」
は
、
県
内
自
治
体
が

ま
と
ま
っ
て
原
発
事
業
者
と
合

意
を
結
ん
だ
点
で
は
極
め
て
評

価
の
で
き
る
も
の
だ
と
し
た
上

で
、
「
再
稼
働
に
関
す
る
事
前

了
解
に
関
係
で
き
な
い
な
ど
の

点
で
も
、
不
十
分
な
も
の
を
残

し
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
把
握

の
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
東
電

の
隠
ぺ
い
体
質
を
見
る
と
、
１

０
０
％
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ

る
か
疑
問
だ
。
も
っ
と
規
制

力
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
危
機
管
理
部
長
は
、

「
今
の
段
階
で
は
中
身
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
動
か
し
て
み
て
か
ら
考
え

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

上
野
議
員
は
、
「
せ
っ
か
く

県
内
全
自
治
体
の
ま
と
ま
り
で

原
発
に
関
わ
れ
る
組
織
が
で
き

た
の
だ
か
ら
、
動
か
し
て
み
て

か
ら
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

し
っ
か
り
と
も
の
を
言
え
る
組

織
に
強
化
し
て
い
く
の
が
当
た

り
前
の
姿
勢
だ
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
ま
た
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
関
わ
り
の
点
で
も
、

権
限
と
役
割
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

現
段
階
で
は
、
国
も
県
も
最

終
的
な
指
針
を
出
す
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中
で
、

上
越
市
が
素
案
を
ま
と
め
、
議

会
で
議
論
を
始
め
た
こ
と
は
大

い
に
評
価
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
必
要
な
こ
と
は
、
確
実
に

住
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
で

す
。 

 

今
回
の
議
論
で
も
、
「
過
酷

事
故
が
起
き
た
ら
、
放
射
能
被

曝
の
危
険
か
ら
完
全
に
住
民
を

守
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
」

こ
と
、
「
最
終
的
な
原
発
防
災

は
廃
炉
・
原
発
ゼ
ロ
し
か
な

い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
市
と
し
て
、
根
本
的
手

立
て
を
確
実
に
と
る
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

災
害
対
策
特
別
委
で 

上
野
議
員
追
及 

 

 日本共産党は２月17日に、頸城区で

｢新春の集い｣を開催し、国政･市政報告

を行うとともに、懇親を深めました。 

 国政報告に立った井上さとし参院議

員は、｢２期12年間の国会議員の活動の

原点は原爆への怒り。広島の爆心地の

すぐそばに育ち、人間の姿で死ぬこと

も許されなった高校の先輩たちのこと

を知って、こんな理不尽なことは許し

てはならないと、憤りを原点にしてき

た。何よりも命が粗末にされる医療や

福祉の切り捨てを許さず、人間を使い

捨てるような働き方をやめさせるため

に頑張ってきた。総選挙後、国会で

は、国民の願い実現を目指し、具体案

を示す日本共産党と自民･公明の対決が

浮き彫りになってきている。明日から

の参院での論戦でも、暮らし守るため

に全力で頑張る｣と語りました。 

 上野議員は、議員活動の一端を紹介

し、｢議会基本条例が制定されて以降、

いっそう現場主義を大切にしている。

災害などでは市内のどこへでも飛んで

ゆき、市民の願い実現のために頑張っ

ている。また、大きな問題では、必ず

市民の皆さんの声をお聴きしながら発

言しており、定期的な議会報告を重視

している。どんな小さな声でも寄せて

ほしい｣と挨拶しました。 

 橋爪団長は、災害対策の分野での発

言、住宅リフォームの提案などを紹介

しつつ、｢上野議員は上越市議会に欠か

せない存在だ。ぜひ引き続き応援を｣と

訴えました。 

 ほかに、衆院６区候補者として頑

張った高橋ミキ子さんが参加し、花を

添えました。 参加の皆さんが 

多彩な芸能を披露 

女
性
を
中
心
に
20
人
ほ
ど

が
朝
か
ら
手
作
り
料
理 


